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実践報告

広 汎性 発達 障害児 に対する 家庭 を基盤 と したPECS を用 い た

　　　　　　　　　　　要求言語行動 の形成

倉光　晃子   趙　　慶恩
＊   園山　繁樹

＊

　本研究は 、無発語の 広 汎性発 達障害児 1名 に対 して 、PECS （写真カ
ー

ド交換式 コ ミ ュ

ニ ケ ーシ ョ ン シ ス テ ム ）訓 練を行 い 、機 能的な コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン行動の 形 成 と拡大へ

の 効果 に つ い て 検討 した 。 生 態学的 ア セ ス メ ン トに よ っ て 、家 庭で の 対象児が 要求行

動 を生起 しや す い 状況 を把握 し 、 訓練場面 を設定 した 。PECS 訓練 は 、対象児の 家庭 に

お い て母 親が 訓練者 とな っ て 実施 された 。 訓練手続 きに つ い て は 、写真 カ ー
ドと文 シ

ー
トを用 い た要求行動を課題 分析 し て 、各段 階の 行動が 着実 に 形成 され る ように配慮

した 。 対象児は、比 較的 短期 間 で カ ー
ドを用 い て 欲 し い も の を要求する行動 を獲得 し

た 。 ま た、家庭 に お け る非訓 練場 面 に お い て も PECS を利 用 した要求行動 の 般化 や 、

訓練者で な い 父親 に 対す る PECS を利用 した 要求行動 の 生起が確認 された 。 今後 の 課

題 とし て 、家庭場面や食事の 文脈以外 の 状況に お い て 、PECS を利用 した 要求行動の 般

化 を検証す る 必要性が 示唆 され た 。

キ
ー ・

ワ
ー

ド　広汎性発達障害　PECS 　 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動

1．は じめに

　広 汎性発達障害の 特徴 と して 、社会的 な相互

交渉や コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 質的 な障害が あ

る 。 そ の 中に は重 度 の こ と ばの 遅 れ が あ り、音

声言語の 表出 が 困難 な事例 も少な くな い 。こ の

よ うな特性 に対 し て 、適 切 な コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ

ン行動 の 獲得の た め に 早期か らの 療 育 ・指導が

必要 とされ る 。

　音 声以 外 の 手段 を コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 理

解 や 表 出 の 補 助 と し て 用 い る AAC （AAC ：

Augrnentative　and 　Alternative　Communication ：補

助 ・代替 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ）は、音声 言語 の

表 出が 困難な 障害児者の 日常 生活場面 にお い て

幅広 く活用 されて い る （福村 ・藤野 ，
2007）。 例

え ば 、サ イ ン 言語 （長澤 ，
1995）、VOCA （Voice

Output　Communication　Aid ；坂井，1997）、絵 カ
ー

ド （山根 ・徳永 ・和 田
・

岡村 ・古賀 ・松 山 ・内

＄
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山 ・花 田，1996）、 文字盤 （松 田
，
1992）な ど、 視

覚的 な手段 を用 い た コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・モ
ー

ドを利用 した もの が 挙 げ ら れ る 。 こ うした様 々

な非音声的 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 手段 はそれ ぞれ

に 特徴 が あ り、そ の 特徴を考えなが ら子 ど もの

実情 に応 じて 複数 の モ
ー

ドを組 み合 わせ て用 い

る こ と の 重 要性 も指 摘 さ れ て い る （野 呂 ・山

本 ・加藤 ，
1992 ；山本 ，

1997）。

　サ イ ン 言 語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン は、即

時性 の 高 い 手段 で （黒 田
・東 ・津田，2002）、媒

介物が い らず、直接 的な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン が

可 能で あ り、相手の 注意が 引 きや す く （福村 ・

藤野 ，
2007）、 また特 別な道具 を携帯する必要が

な く、時や 場所 を選ばず表出 で きる （山本
，
1997）

とい っ た利 点が ある 。 しか し、動作模 倣 ス キ ル

が重要で ある た め、複 雑 な動作 の 場合、プ ロ ン

プ ト依存 に な りやす く、語 彙を増 やす上 で 限界

が あ る。また 、様々 な 自然 な状 況で不特定の 相

手が サ イ ン 言語 の 意味を理 解す る こ と は 非常 に

困難で あ る （Bondy ＆ Frost
，
1998，2001）。
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一

方 、 絵や シ ン ボ ル を用 い る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン は 、 模倣 ス キ ル を形成 す る必 要性 が な く

（Bondy ＆ Frost，1998，2001）、 聞 き手 となる相手

に と っ て も理解 しやすい とい う利点が あ る 。 し

か し、Bondy 　and 　Frost （1998，2001）の 指摘に よ

る と、従 来 の 絵や シ ン ボ ル に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は 、 絵 や シ ン ボル を指差 し て 聞 き手 （相

手）に伝える とい う方法を取 る こ とが 多 く、正

確な指差 し反応 の 形 成が必要 とされ る 。 指差 し

が不 明確 な場合、聞き手が正 確 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を理 解す る こ とが 困難 となる 。また、聞

き手 は 、絵 ま たは話 し手 の 指差 し反 応が 見 える

よ うな近 い 位置 に い る 必要が あ る、さ ら に 、 対

象児が コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動 を起す前 に 、周

囲 の 人 々 が 接近 し て 、『何 が ほ しい の ？』 な ど

の 質問 を して くれる の を待 つ 場合、聞 き手 に コ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 始発が 委ね られ、自発 的な

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン が 困難 とな る 可 能性 が あ

る 。 そ して 、絵や シ ン ボ ル へ の 指差 し反応 が コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行 動 と し て 機能 す る た め に

は、そ れ らを指差 しする 前 に、聞 き手の 注 意 を

喚起 する こ とが 必要で あるが 、絵や シ ン ボ ル へ

の 指差 し反応 に よ っ て 聞 き手の 注意喚起が なさ

れ な い こ と も少 な くな い
。 従 っ て 、 こ れ ら の コ

ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 手段に は、獲i得 した コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン 行動 の 自発的使 用や 機 能的 な コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン ス キ ル とい う点 にお い て 限界 も指

摘 され て い る （小井田
・園 Ll」・

竹内，2003）。

　近年 、自閉性障害児 を は じ め とす る広汎性発

達障害児に対す る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 指導法 と

し て 注 目され て い る PECS （Picture　Exchange

Co 皿 munication 　System ：写真カ
ー

ド交換式 コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン ・
シ ス テ ム ）は 、 写真 カ ー ドや

絵 カ ー ド を交換する コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・シ ス

テ ム で ある （Frost＆ Bondy
，
1994）。

　 PECS の 基 本

的な手続 きに は、自発 的で 機能的 な コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 行動 を教 え る た め に、応 用行動分析学

の 原 理 に 基づ い た手法 （プ ロ ン プ ト ・フ ェ イ デ

ィ ン グ 法 ， 強化子， エ ラ
ー

修 正 手続 き等）が フ

ェ イ ズ ご とに取 り入 れ られ て い る 。 広汎性発 達

障害児 に とっ て は 、社会的強化 よ りも具体物 に

よ る 強化 の 方が 効果的で ある こ とが 多 く、そ の

た め に PECS で は具体物 を要 求す る行 動 を教 え

る こ とか ら始め る 。 基本的に は、絵 カ ー ドを聞

き手 に渡 して コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンす る方法、絵

カ ー
ドを用 い て 文 を作 る 方法、様 々 な コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン 機能を獲得す る 訓練を 、 6 つ の フ ェ

イズ に分 けて 進め る （Bondy ＆ Frost
，
2002）。

　 PECS の 特徴 と して 、  話 し手 とな る障害児

の 運動的な コ ス トが 小 さ く、   聞 き手 も特別 な

知 識 を必要 と しな い こ と
、 比較 的短期 間で コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン 行動を教える こ とが 可 能で 、必

要 な道具が携帯 しや す く様 々 な場面で 使用可 能

で あ る こ と、  機能的 な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 行

動 が組 み込 まれ 、 他 者 と の 相互 作用 が促進 され

や す い こ と 、   話 し手 が 聞き手に近づ くこ とが

標的の
一

つ とさ れ 、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 を

起 こす前 に すで に他者 との 相互作用 を始め て い

る こ と 、

．  前提 条件 とな る模 倣や 注視 と い っ た

多数 の 訓練 を必 要 と しな い こ とな ど が 挙 げ られ

て い る （小 井田 ら，2003）。
こ の よ うな特徴 を も

つ PECS に よ る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン は 、先に挙

げたサ イ ン 言語や 絵 ま た は シ ン ボ ル に よる コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 問題 を克服 で きる コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 手段 と考 え られ る 。

　 PECS に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 訓錬 の 効 果

に は、比較的短期間で 効果 的に 学習で きる こ と

（Charlop−Christy，　Carl）enter ，
　Le

，
　Leblance，＆ Ke11et，

2002； Schwartz，　Garfinkle，＆ Bauer
，
1998）、訓練

して い な い 言語機能の 付加的 な効果 と して 自発

的な発話 の 促進 （Charlop−Christy　et　al．，2002；小

井 田 ・園山，2eO4；Schwanz 　et 　al，，1998；高橋 ・野

呂，2006）、社 会 的相 互 作 用 の 促 進 （Kravits，

Kamps ，　Kemmere ，
＆ PotUcek，　2002）、問題行動 の

軽減 （Charlop−Christy　et　a1．，2002）の 効果が報告 さ

れ て い る 。

　 しか し、こ れ まで の 要求言語行動 の研 究で は

その 形成 方法 が多 く論述 され て きた が 、要求言

語行 動 の 獲得に よ っ て 日常場面 で 子 ど もの 要 求

の 生 起率が高 ま っ たか ど うか と い う視点で 検討

した研 究は少 な い こ とが指摘 され て い る （藤金，

2001）。PECS 訓練 の 実施 に お い て
、

コ ミ ュ ニ ケ
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広汎性 発達障害児 に 対す る 家庭 を基盤 と した PECS を用 い た 要求言語行動 の 形 成

一
シ ョ ン行動 に 関す る 生態学的なア セ ス メ ン ト

や 、 日常場面 に 般 化さ せ る た め の 具体的 な方略

に つ い て 、さ らなる実践 的検証 も必要 とされ る

（小 井田 ・園 山，2004）。 また 、対象とな る障害

児 の 個人差が大 き い こ とか ら 、 指導を実施す る

側 が既存 の マ ニ ュ ア ル に 縛 られ す ぎず 、 個 々 の

対象児が 示す行動特徴 に 配慮 して 手続 きを柔軟

に 工 夫 し て 実施する 必要性 も出て くる こ とが 考

えられ る 。

　本研究 では、広汎性発達障害児 1名 を対象に、

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 を形 成 ・拡 大する こ と

を 目的 と して 、 家庭場面 で の 母親 に よ るPECS

訓 練 を フ ェ イ ズ 1 〜 IV ま で 行 っ た 。そ し て 、

PECS に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 の 形成 、

及 び PECS を用い た家庭 で の 日常生 活場 面 に お

ける 自発 的要求行動の 般化 に対す る 効果 を検討

す る こ とを 目的 と し た 。

H ．方 　法

　 1．対象児

　広汎性発 達障害の 男児 1名を対象 と した 。 2

歳 6 ヶ 月時 に 医療機 関 よ り広汎性発達 障害 の 診

断 を受け、 2 歳 9 ヶ 月時 よ りA 大学で の 教育相

談 を開始 した 。 3 歳10 ヶ 月時 よ り、療 育機 関に

お い て 小集団の 療 育指導 を受 け始め た 。 本研究

開始時 （X 年 6 月）は 3 歳 11ヶ 月で あ っ た 。 家族

構成 は 、父親、母 親、本児で あ っ た 。

　 3 歳 11ヶ 月時に実施 した KIDS （乳幼児発達 ス

ケ
ール TypeTO 歳 1 ヶ 月

〜 6歳 11ヶ 月）に よる

総合発達年齢 は 0 歳 11ヶ 月で 、 下 位項 目は 運動

3 歳 0 ヶ 月 、 操作 1 歳 2 ヶ 月 、 理 解言語 0 歳 11

ヶ 月、表 出言語 0 歳 3 ヶ 月、概念 1 歳 3 ヶ 月、

対子 ども社会性 1 歳 0 ヶ 月、対成人社会性 0 歳

5 ケ 月、 しつ け 1 歳 4 ヶ 月、食事 1 歳 0 ヶ 月で

あ っ た 。

　音声表出 は、音声模倣 の 文脈で 「ば （ばな な）」、

「ご （りん ご ）」、 「ま （まる）」、 「ジ ュ （ジ ュ
ー

ス ）」

と限 られ た音が 時折 表出 され た が 、日常場面で

の 機能的 な発話 は ほ とん ど見 られ な か っ た 。 家

庭 に お ける要求場面 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 相手

は主 に 母親で 、母親 の 手 を持 っ て 、欲 しい 物の

ある場所 に連れ て 行 っ た り、 欲 しい 物に 直接触

っ た り、母親 に接近 し両 手を 2 、 3 回叩 く 「ち

ょ うだ い 』 の サ イ ン を示 した り、膝 を曲げて両

手 を合 わせ て 『お願 い 」 の ポ ーズ をする要求行

動が 時々 見 られ た 。 飲 み物が 欲 しい 時は、 コ ッ

プ で ト ン ト ン と テ
ー

ブ ル を叩 く不 適切 な行動で

要求を示 す こ ともあ っ た 。また 、自分 の 要 求が

相手に うま く伝 わ らな い 場合、奇声を上 げた り、

両手 を強 く振 りなが ら泣 い た りす る こ とが あ っ

た 。 A 大学の 教育相談場面 で 動作模倣能力 を確

認 した と こ ろ 、拍手 の模倣動作 は 自発 的 に 生起

し た が 、「頭 を叩 く」、「お なか を叩 く」 な ど の

模倣動作 は生起 しなか っ た。

　以 上 の こ とか ら、音声模倣訓練 やサ イ ン言語 、

絵や シ ン ボ ル を指 さす シ ス テ ム の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 手段 を獲得す る に は長期 間 の 訓練 を必要

と し、また、そ の よ うな訓練 は対象児に 大 きな

負担 が か か る こ とが推 測 され た 。 保 護者 に は 、

研 究開始当時の 対象児 の 状態 と、PECS に よ る

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン訓練 の 内容 とその 効 果に つ

い て 十分 に説 明 し、同意 を得た上で 本研 究を実

施 した 。

　 2 ．場所 と指導期間

　本研究 は 、A 大学の 教 育相談時 に セ ッ シ ョ ン

ル
ー

ム で 原則 的 に 週 1回 、 15分 程度行 い 、指導

者 （第二 著者）が 母親 に PECS 訓練 の 手続 きを説

明 ・教示 し、そ の 場で 母親が 数回練習 した 。 保

護者か ら、サ イ ン よ りも要求 され る 物事が よ り

明確で わか りや す い 機能的な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

ン 行動 の 獲得 に つ い て要望が あ っ た 。 家庭 にお

ける PECS の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 訓 練の 内容を

説 明 した際 に は、保護者が 指導者 とな っ て 訓練

を進 め る こ と に対 して 、母親 は積極 的な協力 の

意志 を示 した 。 そ こ で 、日常場面 で の PECS 訓

練 を対象児の 家庭で 行 い 、原則 と して 1 週 間に

2 日以 上、主 な コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 相手 で ある

母親が指導者 に な り訓 練 を実施 し、記録 用 紙 に

PECS 訓練の 結果 を記録 した。指導期間は、　 X 年

6 月か らX 年12月の 約 6 ヶ 月間 で あ っ た 。また、

指導が 終了 して 7 ヶ 月後 （X ＋ 1年 7 月）に フ ォ

ロ ーア ッ プを行 っ た 。
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Fig．1 食器 棚 に設置 した PEcs コ ミュ ニ ケ
ーシ

　 　 ョ ン ボ
ー

ド

フ ェ イ ズ エの ス テ ッ プ A の 非 訓 練場面 に お い て 設定 した

もの ．

　Fig．2　 PEcs コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ブ ッ ク

目的 の カードを探 しや す くす る た め，食べ 物
・
飲 み 物を

問わ ず使用頻度 の 高い カ
ー

ドを第 1 ペ ージ に収納 した．

　 3．使用 物品

　生態学的ア セ ス メ ン トか ら得た情報か ら選定

した対象児の 好 み の 飲食物品 、そ の 写真 カ
ー

ド

（以 下 ，物 品 カ ー
ド）、『〜ち ょ うだ い 』 の 文 シ

ー ト、 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ボ

ー
ド、コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン ブ ッ ク、家庭 に お ける 訓練 の 記録用紙

で あ っ た 。 物品 カ
ー

ドは、65   × 55   の 鰍

を用 い 、好 み の 物 品をデ ジ タ ル カ メ ラで撮影 し

て プ リ ン トア ウ トし、台紙 に貼 り付 けた も の を

作成 した 。 物 品カ ー
ドの 裏に は 、

コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ボ ー
ドに貼 り付け られ る よ うに マ ジ ッ ク

テ ープ を付 けた。フ ェ イ ズ IVか ら使用 し た 「〜

ち ょ うだ い 』の 文 シ
ー

トは、両手 の 平 を重 ね合

わせ た 『ち ょ うだ い 』 の サ イ ン反応 をデ ジ タ ル

カ メ ラ で 櫞 彡し、プリ ン トアウ トして ユ30  ×

55 皿 m の 台紙 の 右 半分 に貼 り付 けた もの を用 い

た 。 文 シ ー
トの 左半分 に 、 好み の 物 品カ ー ドが

貼 り付 け られ る よ うに マ ジ ッ ク テ ープ を付 け

た 。 また 、文 シ
ー

トの 裏 に もマ ジ ッ ク テ
ープを

貼 り付 け た 。
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン ボ

ー
ドは

330mmX220   の 大きさ で 、 上 部に 紐 を付 けて

吊 り下 げ られ る よ うに し （Fig．ユ参照）、フ ェ イ

ズ H か ら フ ェ イ ズ W ま で 使用 し た 。 カ ー ド を貼

り付 け て お け る よ うに 、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ボ

ー
ドの 表 面に マ ジ ッ クテ

ープ を帯状 に貼 り付 け

た 。
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン ブ ッ クは 2穴 リ ン グ フ

ア イ ル を使用 し 、
ペ ージ の 大 きさは 140mm ×

120mm と し （Fig．2 参照 ）、 フ ェ イズ IVの ス テ ッ

プ B 以 降の 家庭 に お ける非訓練場面 に お い て 使

用 した 。 食 べ 物 と飲み物 の カ
ー

ドは別 々 の ペ ー

ジ に、『〜ち ょ うだ い 」 の 文 シ ー
トは 表紙 の 裏

に貼 り付けた 。

　 4．手続 き

　（1）生態学的ア セ ス メ ン ト ：本研究開始時 に 、

対象児 の 好み の 飲食物 品、家庭 にお い て そ れ ら

を要求す る 時間帯 、家族 との 関 わ りの 様子 に つ

い て 母親 に聞 き取 りを行 うとと もに 、 家庭 で 好

み の 飲食物 を要求す る様子 に つ い て ユ週 間程 度

の 簡単 な観察記録 を母親に 依頼 し た 。 そ の うち 、

い くつ か の 物品に つ い て 大学 の セ ッ シ ョ ン ル
ー

ム で対象児 の 反応 を直接観察 した 。

　（2）大学 に お ける 母親 に対す る PECS 訓練手

続 きの 指導 ：PECS 訓錬手続 きの 内容 は 、原則

的 に 、「PEcs 訓練 マ ニ ュ ア ル 改 訂版」 （Frost＆

Bondy ，2002）を参考に した 。 各 フ ェ イズの 開始

時 に指導者が 手続 きを 口 頭 で 母親 に 説 明 した

後、示範 した 。 対 象児 の 後 ろ に は プ ロ ン プ タ
ー

（第
一

著 者）が お り、必要 なプロ ン プ トを行 な っ

た 。 続 い て 、対象児 に 対 し て 母 親が 実際に 5 試

行程度練習 した 。 必要 に 応 じて 、指導 者が 母 親

に助言や モ デ ル 提示 を行 っ た。母 親が 手続 きを

習得 した と判断 した時点で 練習 を終了 し、家庭
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広汎性発達障害児 に 対す る 家庭 を基盤iと したPECS を用 い た 要求言語行動 の 形成

で の 訓練 を母親 に 依頼 した 。 家庭で の 訓 錬 の 記

録用紙 に は、当該 フ ェ イズ の 標的行動 と手続 き

（大学にお い て手続 きを説明 した時 と同様 の も

の ）も併 せ て 記載 した 。母 親の 負担 に な らな い

よ う、 記録欄は訓練時に使用 した飲食物 と各試

行 の 対 象 児 の 反応 を記 入 す る欄 に 選 択 肢 を設

け、○ を付 ける形式の も の に した 。

　 （3＞家庭 における母親 に よる PECS 訓練 ：生

態学的 ア セ ス メ ン トの 情報 を基 に 、 療育機関か

ら戻 っ た 後夕食 まで の 時 間帯 （17時 〜18時）で 、

母親が 無理 な くで きる 時 間を訓練場面 と した 。

全 フ ェ イズ にお い て 1 日を 1 セ ッ シ ョ ン と し、

1 セ ッ シ ョ ン に つ き 10試行 を上 限 とした 。

　 1） フ ェ イ ズ 1 ：標的行動は
、 対象児が欲 し

い 飲食物 の 物品 カ ー
ドを取 り、母 親 に渡す こ と

と した 。 対象児 と母親が テ
ー

ブ ル を挟ん で 座 り、

母親は右手で 物品 を呈示 しなが ら 「お や つ 食 べ

よ うね」 と声 をか け、物 品カ ー
ドをテ

ーブル の

上 に置 い た 。 そ の 後、母親 は 物 品を提 示 した ま

ま左手 を手前に差 し出 した
。 対象児が 物品 カ ー

ドを母 親 の 手 の 平 に置 くこ とを正 反 応 とし、母

親 は物 品 と物 品カ
ー

ドを同時提示 しなが ら 「○

○ ち ょ うだ い ，だ ね」 と言 っ て 、 物品 を渡す よ

うに した 。 標 的行動が 生起 しな い 場合 、 母親が

「ち ょ うだ い 」 の 声 か け、指 差 し、身体 ガ イ ダ

ン ス の 順で 段 階的に プ ロ ン プ トを行 っ た 。 達成

基準 は 、 2 セ ッ シ ョ ン 以上連 続 し て 正 反応 率

80％以上 とした 。

　 2） フ ェ イズ E ：標 的行 動 は 、 離 れ た場 所 に

ある コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ボ ー ドに接近 し、 欲 し

い 飲食物 の 物品 カ ー ド を取 り、母親 に渡す こ と

と した 。
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン ボ ー ドに好 み の 飲

食物 の 物 品カ ー ドを1 枚貼 っ て お き、 コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン ボ
ー

トの 距離 を、  テ
ー

ブ ル の 上 の

隅 →   椅子 （lm ）→   食器棚 （2，5皿 ）と段 階的に

離れ た と こ ろ に 設 置する よ うに した 。そ の 他 の

手続 きは 、フ ェ イズ 1 と同様 と した 。 達成基準

は、  ス テ ッ プ 目の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ボ
ー

ド

を食 器棚 に 吊 る した設定 で 正 反応率 80％ 以 上 と

した 。

　 3） フ ェ イ ズ III：標 的行動 は 、同 時提示 さ れ

た複数の 物品 カ ー
ドの 中か ら欲 し い 物品 の カ ー

ドを選択 し 、 母親の 手渡すこ とと した 。 フ ェ イ

ズ 皿 は 3 つ の ス テ ッ プ を設 け 、 各 ス テ ッ プ にお

ける 達成基準 は 2 セ ッ シ ョ ン 連続 して 正 反応率

80％以上 と した 。

　  ス テ ッ プ A ：好 み の 物品 カ ー ド 1 枚 と黒 い

カ ー
ド 1枚か ら、欲 し い 物 品カ ー

ドを選択す る

こ と を標的行動 とした 。 対象児が好み の物品カ

ー
ドを選択 した ら 、 母親 は 「そ うだ ね」 と フ ィ

ー
ドバ ッ ク した 。 対象児が持 っ て 来た物品カ

ー

ドを受 け取 っ た ら、フ ェ イズ 1 の 正 反応 生起時

と同様 の 対応 を行 っ た 。 対象児が 黒 の カ
ー

ドを

選択 し て 母親 に 渡 した場合、母親 はが っ か りし

た 表情を して 黒 カ ー
ドを対象児に 返 し た 。 対象

児が ネガ テ ィ ブ な反応 （奇声 を上 げた り，黒の

カ
ー

ドを母親に返 した りする ）を示 した ら、母

親 は 「違 うね」 と言 っ て 黒の カ
ー

ドを受け取 っ

た 。 そ の 後、対象児が 好 きな物品 カ ー ドを取 る

よ うに声か け、身体ガ イダ ン ス を段 階的に行 っ

た
。

　  ス テ ッ プ B 二好み の 物品 カ ー
ド 1枚 と好み

で は な い 物 品カ
ー

ド（鉛筆また は電池な ど）1枚

か ら 、 欲 しい 物品の カ
ー

ドを選択す る こ とを標

的行動 と した 。 好 み で は な い 物品 カ ー ドを選択

し母親 に 渡 し た場合、母 親は が っ か りし た表情

しなが ら、そ の 物品 を対 象児 に渡 した 。 そ の 他

の 対応 は 、ス テ ッ プA と同様 と し た 。 コ ミ ュ ニ

ケ
ー

シ ョ ン ボ
ー

ドに貼 る好み で は な い 物品カ
ー

ドは 、 徐 々 に枚数 を増や した 。

　   ．ス テ ッ プ C ：好 み の 物 品 カ ー ド 3 枚 か ら 、

一
番欲 し い 物 品の カ ー ド を選択す る こ とを標 的

行動 と した 。 母親 は対象児か ら
一

番欲 しい 物 品

の カ ー
ドを受 け取 っ た ら、 フ ェ イズ 1 の 正反応

生 起時 と同様の 対応 を行な っ た 。 対象児が ネガ

テ ィ ブな 反応 （奇声 を上 げた り，カ ー
ドを母 親

に 返 した りす る）を示 した ら、そ の 試行 は誤 反

応 で あ っ た と判 断 し、再度欲 しい 物品カ
ー

ドを

選択す る よ うに対象児 に 促 して ス テ ッ プ B と同

様 の 対応 を行 っ た 。
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ボー ド

と対象児の 距離 も徐 々 に離 した 。

　 4） フ ェ イ ズ W ：標 的行 動 は 、欲 し い 物品 力
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一 ドと 『〜ち ょ うだ い 」の 文 シ
ー

ト上 に 貼 り

（「〜ち ょ うだ い 」 と い う 2 語文 を作 る ）、文 シ

ー
トご と母親 に 渡す こ とと し た 。 フ ェ イ ズ W は

3 つ ス テ ッ プ を設けた 。

　  ス テ ッ プ A ：コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ボ

ー
ドか

ら好み の 物 品の カ ー
ドを取 っ て、そ れ を机 の 上

に ある 『〜ち ょ うだ い 』の 文 シ ー
トの 左 側 に貼

っ て 、「〜ち ょ うだ い 』の 文シ ー トを母親 に 渡

す こ と を標 的行 動 とした 。 こ の 時、 コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン ボ
ー

ドに は好 み の 物 品カ ー ドを 1枚 の

み貼 っ た 。 対象児 か ら文シ ー
トを受 け取 っ た ら、

母親 は文 シ ー ト上 の 物 品カ ー
ドを指差 しなが ら

「○ ○ち ょ うだ い ，だ ね 」 と フ ィ
ー

ドバ ッ ク し

て 物 品 を渡 し た 。標 的行動以 外の 反応 型 が生 起

した場合、声か け 、身体 ガ イ ダ ン ス を段 階的 に

行 っ た 。 対象児 が欲 し い 物品の カ ー ドの み を取

っ た場合 、 欲 しい 物 品の カ ー
ドを 『〜ち ょ うだ

い 』 の 文 シ ー トに貼 る よ うに身体ガ イ ダ ン ス を

行 っ た 。 また 、対象児が欲 しい 物 品 の カ
ー

ドを

文 シ ー トか ら外 そ うとした ら、外 さな い ように

対応 した 。

　  ス テ ッ プ B ：コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ボ ー ドか

ら好み の 物品の カ ー ドを取 っ て 、そ れ を コ ミュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン ボ ー ド に 貼 っ て ある 『〜ち ょ うだ

い 」 の 文 シ ー トの 左側 に貼 っ て 、『〜ち ょ うだ

い 』の 文 シ ー
トを母 親 に渡 す こ とを標 的行動 と

した 。 手続 きは、 ス テ ッ プ A と同様 と した 。

　  ス テ ッ プ C ：複数の 好み の 物品の カー ドか

ら、
一

番欲 しい 物の カ
ー

ドを選 択 し、そ れ を コ

ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ブ ッ ク に貼 っ て あ る 『〜ち ょ

うだ い 』 の 文 シ
ー

トの 左側 に 貼 り、『〜ち ょ う

だ い 」の 文 シ
ー

トを母親 に渡す こ とを標 的行動

と した 。 対象児が
一番欲 し い 物品の カ

ー
ド 1 枚

取 っ て コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ブ ッ ク に貼 っ て ある

『〜ち ょ うだ い 』の 文 シ
ー

トに 貼る こ とが で き

た ら、ス テ ッ プ A と同様の 対応 を行 っ た 。 対象

児が欲 しい 物品 の カ
ー

ドを 2 枚取 っ て 母親 に渡

した場合 は誤反応 と し、母親 は手 を背 中 に 隠 し

受け取 らず、「ち が うよ」 と言 っ て 物 品 カ ー ド

を コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ブ ッ ク に 貼 り戻 した 。 そ

の 後 再試行 を行 ない 、対象児が 欲 しい 物 品カ
ー

ド 1枚 を 「〜ち ょ うだ い 」文 シ ー トに貼 っ て母

親に渡す よ うに 、 身体 ガ イダン ス を行 っ た 。 ス

テ ッ プ C に お い て 正反応率が 2 セ ッ シ ョ ン 連続

して 80 ％ 以 上 を達 した ら、好み の物 品の カ ー ド

を徐 々 に 増や し、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ブ ッ ク も

距離 を離 した位置 に設 置 した 。

　 5）物 品 と写 真カ
ー

ドの
一

致 チ ェ ッ ク ：物 品

と写 真カ ー
ドの

一
致 チ ェ ッ ク は、大学の 教 育相

談時 に指導者が行 っ た 。 標 的行動 は 、文シ ー
ト

に よ っ て 要求 した物 品 と無 関係 な物品 を対象児

に 同時提示 し、文シ ー トで 要求 した物品 と同 じ

も の に 手 を伸 ば す こ と とした 。 対象児 が指導者

に欲 しい 物品 の カ
ー

ドを貼 り付 けた文 シ ー トを

手渡 した ら 、 指導者 は 「○○ ど っ ち ？」 と言 っ

て 、 2 つ の 物 品 （文 シ
ー

トで 要求 し た 物品 と そ

れ と無関係 の 物 品）を同時提示 した。指導者に

文 シ
ー

トで 要求 した物品 と対象児が手 を伸ば し

た物 品が
一

致 し て い た ら、「○ ○ ち ょ うだ い ，

だね」 と フ ィ
ー

ドバ ッ ク して 物 品を渡 した 。 指

導者 に文 シ ー
トで 要 求 した 物品 と異 な る 物 品に

手 を伸 ば した場 合、誤 反応 とみ な し、文 シ ー ト

で 要求した物品 へ 手を伸 ば す よ うに プ ロ ン プタ

ー
が即時に 身体 ガ イ ダ ン ス を行 っ た 。

　 6） フ ォ ロ ーア ッ プ ： フ ェ イズ IVの ス テ ッ プ

C の 最後の セ ッ シ ョ ン （47セ ッ シ ョ ン ）か ら 7 ヶ

月後 に 、家庭 に お い て 訓練場面 と同 じ時 間帯 に

フ ェ イズ N の ス テ ッ プ C と同様 の 手続 きを母 親

が行 い 、PECS に よ る要求行動の 自発生 起 を確

認 し た 。

　7）非訓練場面に お け る PECS を用 い た 自発 的

要求行 動の 喚起 ： フ ェ イズ H の ス テ ッ プ  か

ら、各 フ ェ イズ の 各 ス テ ッ プ の 家庭で の 訓練場

面 に お い て 達成基準 に 達 した後、訓練 場面以外

の 時 間帯 に コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ボ

ー
ドを設置 し

た 。 好み の 食 べ 物 カ ー
ドを貼 っ た コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン ボ ー ドは、対象児が 接近 しや すい と され

る 場所 3 ヶ所 （テ レ ビ の 横，遊 び部屋 ，食器棚）

に設 置 した 。 平 日は訓 練場面 の 時間 と同様 の 療

育機関か ら帰宅 し た 後か ら夕食 ま で の 間 （17〜

18時）と し、週 末は起床 した後か ら就寝す る ま

で の 間 と した 。 また、好み の 飲 み 物 カ ー ドを貼
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っ た コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ボ ー ドを冷蔵庫 の ドア

に設 置 した。設 置時間 は起床 した後か ら就寝す

る まで の 間 と した 。 ま た 、 フ ェ イズ ］V の ス テ ッ

プ B が 達成 した時は 、 非訓練場面 に お い て コ ミ

ュ ニ ケ ーシ ョ ン ブ ッ ク を使用 した 。 標的行動以

外 の 行動 で 要求 した場合 、母親 は声か けや 身体

ガイ ダ ン ス を行 っ た 。

　 5．デ ータの 収集 と分析 方法

　 （1）家庭 における PECS 訓練の 要求行動 の 正

反 応率 ：所定 の 記 録用 紙 に 母 親が 記 入 した 結 果

を基に 、標 的行動が 援助 な しで 生起 した場合 を

正 反応 と し、全試行 中 にお け る正 反 応数の 割合

を正反応 率 と して 算出 した 。

　 （2）家庭で の 非 訓練場面 に お ける PECS を用

い た 自発的要求行動 の 生 起 数 ： フ ェ イ ズ H の ス

テ ッ プ   の 訓練で PECS に よる要求行動 の 正 反

応率が達成基準 に達 した後 よ り、家庭 で の 訓練

場面以外 の 時 間帯 （非 訓練場面 ）にお ける PECS

を用 い た要 求行動 の 自発生起数 の 記録 を母 親 に

依頼 し た
。

フ ェ イズ 皿1の ス テ ッ プ B に 移行 し て

か ら、非訓 練場面 にお け る要 求行動 の 頻度 が増

えた こ とに よ っ て 母親が連 日記録を行うこ とが

大 きな負担 とな っ た た め 、 記録 を原則平 日 1 日

と週末 1 日 に 依頼 す る こ と と した 。 フ ェ イ ズ ll

の ス テ ッ プ   は 、22セ ッ シ ョ ン 終了後 に 測定 を

実施 した 。 フ ェ イズ 皿 に お い て は、ス テ ッ プ A

は 29セ ッ シ ョ ン 終了後 に 、ス テ ッ プ B は 33セ ッ

シ ョ ン 終了後に、 ス テ ッ プ C は 39セ ッ シ ョ ン終

了後 に測定 を実施 した。 フ ェ イズ N にお い ては、

ス テ ッ プ A は 43セ ッ シ ョ ン 終了後に、ス テ ッ プ

B は 45セ ッ シ ョ ン 終了後に 、ス テ ッ プ C は 47セ

ッ シ ョ ン 終了後に 測定 を実施 した 。

　 なお 、PECS 訓練 の 要求行動 の 正 反応率、及

び非訓練場面 におけ る PECS を用 い た 自発 的要

求行動の 生 起数の デ ータ の 信頼性の 測 定 に つ い

て は 、訓練実施 の 度 に対 象児 の 家 庭 を訪問 し、

ビデ オ撮影をする こ とが 困難で あ っ た た め 、実

施 しなか っ た 。

皿．結 　果

　 1．生態学的ア セ ス メ ン トの 結果

　（1）好み の 物 品 とそ れ らを要 求す る時間帯 ：

母 親 に対 す る聞 き取 りと家庭 で の 観察記 録 か

ら、対象児が療育機関か ら帰宅 して か ら夕食の

時 間ま で 時間帯 （17〜18時）に、好み の 物 品を要

求す る行動が 多 く生起す る こ とがわ か っ た 。 そ

の 時 間帯で 母親が無理 な く実施で きる時 に訓練

場面 を設定 した 。 使用 した物 品は 、主に生 態学

的ア セ ス メ ン トに お い て 選定 した ポ テ トチ ッ プ

ス 、とんが りコ ー ン
、 お煎餅 、 ア ク エ リ ア ス の

4 品 と し た 。 中で もポ テ トチ ッ プ ス の 要求が頻

繁 に見 られ た の で 、大学 の PECS 訓 練手続 きの

指導時 に は 主 に ポ テ トチ ッ プス を使 用 した 。 対

象児 の 好みが 増 える に つ れ て 、訓練で の 使用物

品 の 種類 も増や し た
。

　 （2）家族 の 関わ り ：PECS 訓練 開始前 は 、対

象児の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動は ほ とん どが母

親 に 対 して 生 起 した 。 要求行 動は不安定で 1 日

3 回〜 9 回ほ ど生 起 し 、 母親 を欲 し い 物 品の 近

くに連 れ て 行 く行動、 また は 『ち ょ うだ い 』の

サ イ ン で 拍手 の 動作を示す こ と で あ っ た 。

　 2．家庭に お ける PECS 訓練の 正反応率

　家庭で の PECS 訓練場面 にお ける標的行動 の

正 反応 率を Fig．3 に示 した 。 フ ェ イズ 1 は、正

反応率 は全セ ッ シ ョ ン に お い て 100％ で あ っ た 。

フ ェ イ ズ ［ は、ス テ ッ プ  で は 3 セ ッ シ ョ ン 通

して 100 ％ の 正 反応 率 で あ っ た 。
ス テ ッ プ   を

4 セ ッ シ ョ ン （12〜15セ ッ シ ョ ン ）行 っ た結果 、

正反応 率が 0 〜30％ と ほ と ん どの 試行 にお い て

指差 しの プ ロ ン プ トや 身体 ガ イ ダ ン ス を必要 と

した 。
ス テ ッ プ  で の 正反 応率が 低迷 した た め 、

ス テ ッ プ  に戻 して 2 セ ッ シ ョ ン 行 い （16，17

セ ッ シ ョ ン ）、正 反応率 は 90％ で あ っ た 。 そ の

後ス テ ッ プ   の 訓練 を再開 し 、 4 セ ッ シ ョ ン行

っ た （18〜21セ ッ シ ョ ン ）結果、正反応率 は全 て

80％ 以上 で あ っ た 。 ス テ ッ プ  の 訓練を 1 セ ッ

シ ョ ン （22セ ッ シ ョ ン ）行 っ た結果、正反応率 は

90％ で あ っ た 。 フ ェ イズ 皿 は 、
ス テ ッ プ A 、ス

テ ッ プ B 、 ス テ ッ プ C に 渡 り、高確率 の 正 反応

が 生 起 し、維持 した 。 フ ェ イズ N は 、ス テ ッ プ

A で は39セ ッ シ ョ ン の 正反応率が 80％ 、40セ ッ

シ ョ ン の 正 反 応率は 70％ で あ っ た 。 欲 し い 物品
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Fig．3　 家庭で の PECS 訓練場面 にお ける要求行動 の 正 反応率

カ ー
ドを 『〜ち ょ うだ い 』の 文 シ ー トの 指定位

置 に貼 りつ けず に 母親 に手渡す こ とが あ り、指

差 しや身体 ガ イ ダ ン ス を行 っ た。41、42セ ッ シ

ョ ン で は 90％ と上昇 した 。ス テ ッ プ B で は、43、

44セ ッ シ ョ ン と90％、 100％ と高率 の 正 反応 が

生起 した 。 ま た 、 ス テ ッ プ C で も、 2 セ ッ シ ョ

ン に渡 っ て 正 反応率が 90 ％ 、100％ と高率 で あ

っ た 。 フ ォ ロ
ー

ア ッ プは 、フ ェ イズ IVの ス テ ッ

プ C の 最後 の セ ッ シ ョ ン か ら約 7 ヵ 月後 に 2 セ

ッ シ ョ ン実施 した 。 2 セ ッ シ ョ ン 通 して約 80％

の 正 反応率の維持が確認 され た 。

　 3．物 品と写真カー ドの一致チ ェ ッ ク

　家庭 に お ける PECS 訓練 フ ェ イ ズ IVの ス テ ッ

プ C 終了後実施 した好み の 物品 と写真 カ ー ドの

一
致チ ェ ッ ク の 結果 は 、 1 セ ッ シ ョ ン 目 の

一
致

率は 83％ 、 2 セ ッ シ ョ ン 目は94％ で あ っ た 。

　 4．家庭 での 非訓練場 面に お ける PECS を用

　　い た 自発的要求行動の 生起数

　家庭で の 非訓練場面 にお け る要 求物 品種別 の

PECS に よ る 自発 的 な 要求行動の 生 起 頻度 を

Fig．4 に示 した 。 家庭 で の 非訓練場面 に お い て 、

自発 的に PECS を用 い て 欲 し い 物品 を要求す る

行動が 21日間で合計 141回生起 した 。

一
度 PECS

で 要求 した後、再要求 を示 した場合 もPECS を

用 い る よ うに したため、自発 生起数が 10回以上

を超 え る 日 も見 られ た （2， 3，
13

，
17，21 日目）。

一166一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂

16
　

14
　

12
　

10
　

8
　

6
　

4
　

2
　

0

　
PECS

に

よ
る

要
求
行
動
の

生
起
頻
度
（
回
）

　 　 　 　 　 　 　 　 Japan

　　広 汎 性発達障害児 に対す る 家庭 を基盤 と した PECS を用 い た 要求言語行動 の 形 成

フ ェ イズ2　　　　　　フエ イズ3　　　　　　　　　　　　フエ イズ4
■ 食べ 物 戰圃

　 　 　 1　 2 　 3　 4 　 5 　 6　 7　 8　 9　1011 　12131415161718192021
　 　 　 　 　 キ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＊　　　　　　　 カ　　　　　　　 キ　　　　　　　ヰ　　　　　　　 ＊　　　　　　　 ＊　　　　　　　　　　　 ぽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日数　　　　　　　　　 L − 一丿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　家 庭 で の

　　　　　　　 　　　　　　　　　 ※ ＊印1姻 末に測定したもの を示す　 　 　 　 　 　 刮「1練終 了 後

Fig．4　家庭で の 非訓練場面 に お ける要求物品別の PECS に よる 自発 的 な要求行動 の 生起頻度

　 16PE14CS

に
12

よ

る
　 10
要
求
行 8
動
の

生 6
起

顰・

亘 2

　 　 0
　 　　　123456789101112131415161718192021
　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　　　　T　　　　　　　　＋　　　　　　　　t　　　　　　　　　＋　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　＋
　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 日数　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 家庭 で の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 X．・＊ 印鼬 末に測定 したものを示す 　　　　　　　　　 訓1練 終 了 後

Fig．　5　家庭で の 非訓練場面 に お ける 聞 き手別の PEcs に よ る 自発的 な要求行動の 生起 頻度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一167一

フエイズ2 フ エイズ 3 フエイズ4 驪 母親 ■ 父親
ス テッ： 

一一．一一 〔r』r−L．「　一．

ステップA ステップB ス テップC ステップA ステップB ステップC

3 3 3 3鼕
3 2 3 2 譲

蠶 3 し 3 ：一

i i … 潅
扇｝ ： i 3 1 ・

一 3 2 ：

3 ： ［ 11
： i 卜

；
ヨ
置

i ； 2
33
難

懣 3 3 2 21
F
「

33 i 旨

；

寧

一 」尸 i 軍匸』… i ：
；夢 ・盛2
ゼ

影 融 ： 2 ：屮
購

ザ 兇 ： 睿
： 蹴 肖 3 1・

艶

峰

： 3
β
逆

尋 31 3ψ

圃 3 ｝： 3 ：
2 3 　

詠

：
茜

臨り
： 3垂 2『丁 旗 3蒹

、悌 ： 3
セ邃

： 圃 ：1諍 薩 響 i 鮮1
：

：

旨
33

藩 1 1・．
3 ζ

「 33
げ

1鑵
薤

舮 ぜ 野 旨 1 げ 1 譲 ： 睡

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

倉光　晃子
・
趙　　慶恩

・
園山　繁樹

非訓練場面 で は、食べ 物の 要求行動 だけ で な く、

冷蔵庫に設 置 した コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン ボ ー
ドで

飲み 物の 要求行動 が多 く生起 した 。

　ま た、家庭で の 非訓練場面 にお ける聞 き手別

の PECS に よ る 自発 的 な要求行動 の 生 起頻度 を

Fig ．5 に 示 した。 2 日 目 に は 父親に PEcs を用

い て 欲 しい 物 を要求す る行動が 生 起 した 。 父親

に要求 した物品 は飲み 物ば か りで あ っ た が 、そ

の 後食べ 物 も要求す る よ うにな っ た。 9 日 目は

父親の み に要求行動 が生 起 し 、 18日 目 、 21 日 目

に は 母親 よ りも父親に要求す る行動が 多 く生起

した 。

Iv．考　察

　本研 究 で は、広汎性発達障害の 男児 1 名を対

象に 、要求す る 事物 を明確 に し た機能 的な コ ミ

ュ ニ ケーシ ョ ン 行動 の 形成 ・拡大を目的に 、家

庭に お い て 母親 を訓練者とし て PECS 訓練 に お

ける フ ェ イズ IVまで の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン訓練

を行 っ た 。 そ の 結果 、 対象児 は PECS 訓練 にお

ける フ ェ イズ IVまで の 要求行動 を、183日間 と

い う比較 的短期 間 で 獲得で きた
。

こ の 結 果 は 、

Charlop −Christy　et　al．（2002）な どが示 した比 較的

短期 間 で 効 果 的 に学習で きる こ と と
一

致す る も

の で あ っ た。そ し て 、 家庭 に お ける 非訓練場面

にお い て 、 また指導者で はない 父親 に対 して も、

PECS に よ る 自発 的な要求行動が 般化 し た 。 こ

の 結果 か ら、PECS に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン

の相手 ・場面が拡大 されたと言 える 。

　 しか し、訓練 の 経過 の 中 で、手続 き上 い くつ

か の 工 夫が 必 要 で あ っ た 。 フ ェ イズ H で は 、対

象児 と コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ボ
ー

ドの 距離 を離 し

た設定 に す る と 、 12セ ッ シ ョ ン か ら正 反応率が

急激 に低下 し、15セ ッ シ ョ ン ま で 身体 プ ロ ン プ

トが必 要で あ っ た 。 その 原 因 と して 、ユ2セ ッ シ

ョ ン で 訓練 に使用 した お菓子 （強化子）は家庭 に

ある対 象児 の 好 きなお 菓子 の 中 か ら母 親が 1 つ

決め て 使用 した もの で あ っ たため、強化子 とし

て 十分 に機能 しなか っ た こ とが 考 え られ た 。 そ

の た め 、12セ ッ シ ョ ン 以 降は訓練 開始前 に対象

児に好 きな お菓子 を複 数提示 して 、対 象児 に リ

一
チ ン グ で 選択 させ て訓練の 強化子 を決定す る

こ と と し た 。 13セ ッ シ ョ ン で は
、 対象児は母親

が提示 した お菓子か ら選択 した もの の 、 コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン ボー
ドに接近 する行動が 生起 しに

くか っ た 。
こ の 原因 とし て 、 対象児の 位置 か ら

離れ た コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ボ ー
ドまで 移動す る

こ との 負荷が 高 い た め 、自発的 に接近 する こ と

が 困難 と考 え られ た 。 そ の ため 、母親が数試行

身体 プ ロ ン プ トを行 い 、徐 々 に フ ェ イ デ ィ ン グ

す る よ うに した 。 そ の 結果、第 16セ ッ シ ョ ン以

降は正 反応率が 80％以 上 に 上昇 した 。 こ れ らの

こ とか ら 、 フ ェ イ ズ H で は、距 離 の 離 れ た コ ミ

ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ボ ー ドまで 物品カ ー
ドを取 りに

行 き、欲 しい 物 を要求す る とい う行動 は対象児

に と っ て 負荷 が大 き くな る場 合 もあ り、強化子

の 選定や プ ロ ン プ トの 提示方法に 配慮 が必要で

あ る と言 える 。

　 また 、フ ェ イズ IVで は、本来 の 標的行動で あ

る 「〜ち ょ うだ い 』の 文 シ ートと欲 し い お 菓子

の 写真 カ
ー

ドを コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン ボ

ー
ドか ら

はが し て 、『〜ち ょ うだい 』の 文 シ
ー

トに写真

カ ー ドを貼 り付 ける
一連 の 流 れ を課 題分析 し

て 、段 階 的に指導 した 。 そ の 結果 、 本来の 標 的

行動 を着実 に形成する こ とが で きた 。 高橋 ・
野

呂 （2006）も、フ ェ イズ N の 訓練 に お い て標 的行

動 の 段階 的 な支援 を実施 し 、 その 有効性 を示 し

て い る 。 複雑 な標 的行動 を細か い 段 階 に分 けた

指導計画 を進め た こ とは 、本対象児 に有効で あ

っ た と言 え る 。

　比較的短期間で PECS に よる コ ミュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン行動が獲得 され た そ の 他の 要因 と して 、生

態学的ア セ ス メ ン トで 得 られた情報 を基 に PECS

の 訓 練場面 を設定 し 、 実施 した こ とが あげ られ

る 。 対象児 の 日常生 活場面 の 状 況や コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 行動の 実態 と照 ら し合わせ て 指導手続

き を柔軟 に適合 させ た こ とが 、PECS の コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 の 獲得 に効果 的で あ っ た （小

井田 ・園山，
2004）こ とが 本研究で も示 唆 され た。

ま た、家庭場 面で 訓練 を実施する 母 親 の 訓 練手

続 きや 記録方法 を母親 に負担が か か らな い よ う

に配慮 した こ とは 、 母親が意欲的 に PECS 訓練
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広汎性発達障害児 に 対 す る家庭 を 基盤 と したPECS を用 い た 要求言語行動 の 形成

に取 り組む こ とが で き、対象児 の 効果的な PECS

に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 の 獲得に つ なが

っ た と考 え られ る 。 PECS 訓練 を実施する 中で 、

対象児 の 要求が 明確 に な っ た こ とで や りと りは

以前 よ り良 くな り、子 ど もの 成長 に気づ くこ と

が で きた と い う感想 を母親は 報告 した 。

　家庭 の 非訓練場 面 にお い て コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ

ン ボ
ー

ドを設定する と 、 PECS に よる 自発的な

要求行動 が表 出 され た 。
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン ボ

ー
ドに 訓練場面 で 使用 しなか っ た食べ 物の 写真

カ
ー

ドを貼 っ て お い て も、欲 しい 時に その カ
ー

ドを使用 して 要求行動が 生起 した 。 また 、 PECS

の 訓練 は母親が訓練者 と して 行 っ たが 、非訓練

者 の 父親 に もPECS に よ る 要求行 動が 自発 的 に

生起 した 。 こ の よ うな物品般化、場面般化、対

人般 化 は、PECS が 確実に伝わ る コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 手段で あ る こ とに よ っ て コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン 行動 に対す る動機付 けが 高 ま り、 訓 練者以

外 の 聞 き手 に 対 して や未 訓練の 場面で の PECS

の 自発的使用 を促進 した （小 井田 ・園山 ，
2004）。

つ ま り、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン手段 の PECS が 確

立操作 を行 っ て 環境 と の 機能 的な関係 を作 っ た

（Charlop−Christy　et　a1．， 2002）とい う作用が働 い た

もの と考えられ る 。

　対 象児 は PECS に よ る コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン 訓

練を行う前 まで は、聞き手 を欲 し い 物の 近 くま

で 手 を引 い て 連 れ て 行 い っ た り、両手 を 2 回程

叩い て 『ち ょ うだ い 』の サイ ン を示 した り等 の

要求行動 を示 し て い た 。 PECS 訓練 開始以 降で

は 、母 親 に よ る 家庭場面 の 記録 や イ ン タ ビ ュ
ー

に よる と、PECS の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン カ

ー
ド

を用 い た要 求行動が 頻 繁 に生起 したが 、空腹で

食 べ 物を強 く要求す る時 に は 、
コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ

ョ ン カ
ー

ドを渡 した後 に 既存 の 『お願 い 』の ポ

ーズ が 生 起す る こ と も見 られ た 。 ま た 、PECS

の 写真 カ
ー

ドにな い 食 べ 物や飲 み物 を要求す る

時に、既存の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン行動が生起す

る こ とが 見 られ た 。 こ れ ら の こ とか ら、PECS

に よる コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が 可 能な状況 とそ う

で な い 状況 に よ っ て 、
コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン ・モ

ー
ドを選択 し て い る こ と が 考 え ら れ る 。 藤 原

（1997）が述 べ て い る よ うに、PECS で 形成 され

た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 も、 既存の 同機能の

行動 を生 起 させ た 時に共通す る強化事象 を も た

らす反応ク ラ ス と して 成立 した と考え られ る 。

　PECS 訓練実施 に お け る有意味 な発声 ・発話

に つ い て で あ る が 、本研究で は 、対象児 から物

品 カ ー
ドを手渡 され た際 に母 親が欲 し い 物品 の

名前 を音声で フ ィ
ー

ドバ ッ クす る対応 を行な う

以外 に対象児 の 発 話 を促 す手続 き を行 わ なか っ

た 。 PECS 訓 練時に対 象児の 音声反応 は訓練 中

ほ とん ど表出され なか っ たが 、写真
一

実物 の
一

致チ ェ ッ ク の 2 セ ッ シ ョ ン 目に お い て 、 指導者

の 「ポ テ トチ ッ プ ス ど っ ち ？」 と い う教 示に 対

し て 『ポ テ ト』 と音声が 表出 さ れ た 。 PECS 訓

練 に お い て ポテ トチ ッ プス を最 も多 く使用 し、

対象児か ら写 真カ
ー

ドを受け取 る度 に 母 親が

「ボ テ トチ ッ プス ち ょ うだ い ，だね 」 と フ ィ
ー

ドバ ッ ク を行 っ て い た 。
こ の 場合 の 音声反応 は 、

訓練者の 教示 の 模倣的 な反応 と考 え られ 、 文脈

上 要求言語 とし て 判断す る の は妥 当で は な い と

考 え られ る 。 PECS 訓練 に よ る発声 ・発 話の 表

出促進の 影響 に つ い て は、本研究 にお い て明確

には確認 されなか っ た 。 PECS 訓練 にお ける 音

声表出促進 の 要素 につ い て は まだ 明 らか とされ

て い な い が 、そ の 要素に つ い て の 検証が必要で

ある と同時に 、 PECS 訓 練 に 音声表出 を促進 す

る手続 きを導入 した指導 を実施 し、その 効果 を

検証する 必要がある こ とが示唆 された 。

　今後 の 課題 と して 、獲得され た コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 行動 の 更 な る維持や 、家庭 以外 の 様 々 な

状 況 にお け る PECS を用 い た 要求行動の 般化を

検討 する必要が あ る 。 また 、お 菓子や飲 み物 を

要求す る場面 だ けで な く、 他の 様 々 な文脈 （活

動 ・場面）に お い て 必要 な物 品 を要求す る際 に

PECS を活用す る こ とが で きる か とい っ た PECS

使 用の 拡大 に つ い て検 証す る こ と も必要 とされ

る。
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Shaping Mand  Behavior by Home-based  Communication  Training Using PECS

             for a  Child with  Pervasive Developmental Disorder

Akiko  KURAMITSU",  Keion  TYOU""  and  Shigeki SONOYrm'

in this study,  we  conducted  Picture Exchange Communication System (PECS) training fbr one

non-speaking  child  with  pervasive developmental disorder, and  examined  the effect  of  the

acquisition  and  expansion  of  functional communication  skills. An  ecological  assessment  was

implemented to establish  a  training environment  so  as  to encourage  the child  as  regards  mand

behaviers. The  mother  carried  out  the PECS  training  for the child  as  a  home  trainer. For  the

training procedure, a series of  actions  required  in daily life were  grouped into a  set oftasks  by

using  the  PECS.  A  task  analysis  was  conducted  with  mand  behavior  using  a  picture card  and  a

sentence  seat  yiew  to making  each  task group easy  for the child  to acquire.  As  a result  the child

quickly acquired  mand  skills with the PECS.  In addition,  the mand  skills using  PECS  were

demonstrated to the childJs  father who  was  not  a  trainer, or  in a  non-training  setting  at  home, It

was  suggested  that an  issue will  remain  related  to an  exarnination  ofthe  generalization ofmapd

skills by the PECS  in settings  other  than the heme  or  situations  other  than meal  tirnes at home.

Key  Words  : Pervasive Developmental Disorder, PECS,  communication  behavior
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